













　語源的に，フランス語の jeuおよび jouerはラテン語の名詞 jocusおよび派
生した動詞の jocariから来ているが，これらのラテン語の語彙の意味は（英


























　Le Grand Robertの掲載する jouerの置き換えを列挙すると：（s’） amuser 
（楽しむ），（se） divertir （息抜きする），（s’） ébattre （はしゃぎ回る），（s’） 
ébrouer （体を震わせる），plaisanter （冗談を言う），rire （笑う），folâtrer （は
しゃぐ），gondoler （反る，たわむ），fonctionner （機能する），intervenir （介
入する），jongler （曲芸をする），pratiquer （実践する），poser （ふりをする），
abuser （弄ぶ，つけ込む），berner （騙す），tromper （欺く），rouler （一杯食わ
せる），flamber （大金を賭ける），parier （賭ける），hasarder （運に任せる），
miser （賭ける），risquer （危険にさらす），exposer （さらす），sonner （鳴ら
す），monter （舞台にかける），représenter （上演する），passer （上映される），
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tourner （演じる），incarner （なりきる，受肉化する），feindre （見せかける），
simuler （模造する），imiter （模倣する）となる．
　この豊富さが示すように，jouerの意味は多様かつ 「異質的 （hétérogène）」 
（Cadiot. 1999）であり，系統の分類が可能とはいえ，全体的な一貫性を捉
えにくい．先行研究において Jacquet （2003）は jouerの意味をソフトウエア
Visusynを使用し3），miser （賭ける）の系統，s’amuser （楽しむ）の系統，in-









































　例えば jouer du piano「ピアノを弾く」は奏者（主体）によるピアノに固
有な音群（自律的全体）の現働化による特定の音（部分）の出現を意味す
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あっても，同一の本質的機能を持っていると考えるのである．

















　R-Lは語彙上でも jouer du pianoのように，目的補語に現働化の対象が部
分であることを強調する部分冠詞が必要な点7），また jouerの目的補語とな
る語彙自体にもun match 「試合」，un morceau de musique 「一片の楽曲」，une 
partition 「楽譜」，un rôle 「役割」 など部分性を表す語彙が要求され，全体性
を表すun film， un balletなどを目的補語にできない点を指摘する．
　Cadiot （1999）， R-L （2002）， Jacquet （2003）の jouerの分析は，Victorri & 
Fuchs （1996）以来の多義研究の潮流に属し8），語彙的周辺環境，この場合
とりわけ後続前置詞 （sur, avec, à, de）に多義の解決の可能性を探ろうとす
る．従って，Cadiot （1999）， Jacquet （2003）は事実上 jouer sur, jouer avec, 
jouer de, jouer àという前置詞付きの jouerの研究であり，前置詞の意味特性




　（1）Les enfants jouent sur la terrasse.　「子供たちはテラスで遊んでいる」
　（2）Le soleil joue sur le moral.　「太陽は気持に影響する」
　R-Lはこの二つの jouer surの差を説明するために surの統語的差異を意味















　Wittgenstein （1953） は jeu （= game / Spiel） の指示対象の多様性を前に
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可能性を示した．すなわち，jeuとは現働化が可能な自律的領域のことであ
る．さらにこのような操作的定義は，具体的な遊びを名指さない jeuの使
用，例えばc’est un jeu d’enfant. 「それは子供のあそびだ」にも有効である．
C’est un jeu d’enfant.という場合，補語d’enfantの限定を受けun jeuは 軽蔑的
な含意を表現するが，この含意は擬態性つまり jeuが正統的，自律的，全体
的なものに対する，模倣的，部分的つまり偽物であることから来ている．







































































































得ないというものである．R-Lでは jouer les durs 「威圧的な態度を取る」，














































す用法 （Il y a du jeu dans la direction.）がそれである．
4．「ことばあそび」とは何か？






フランス語ではmotだけでなく名詞 langueや langageを，「ことばの」がde 
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性から分離した「ゆとり」である．冠詞言語であり，単複区別的なフラン



















 （5）jouer sur les mots．
 （6）jouer avec les mots.
　（5）（6）ともに jouerに後続する les motsは複数定冠詞付きであり，かつ
前置詞を伴っている15）．複数の定冠詞を伴うmotsは均質的全体として自律
性をもっている．解釈上（5）の jouer sur les motsは同音異義（多義性）を
利用して遊ぶことを意味している．この場合言葉 （les mots）が意図に反し
て複数の意味を持つものとして，その機能的特質が遂行される遊戯の性質
を限定している．つまり jouer sur les motsと言う場合，motsを使用しなけ
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ればできない遊びを遊ぶのであり，motsに固有の性質によって遊戯の種類
が限定されている．すなわち，jouerの意味はmotsの意義特性に依存的であ
る．他方（6）の jouer avec les motsでは jouerとavecの分離が可能で，mots




























2） 動詞形は ludere. J. Huizingaはこの語の現在分詞を含むHomo ludens（1938）で
各国語の対応語を分析し，フランス語は jouerを日本語は「あそぶ」を紹介して
いる．なおラテン語の ludusは「遊び」「楽しみ」「冗談」だけでなく「学校」の







5） 原文：(i) Il marque qu’au terme correspondant au complément du verbe est associé 
un ensemble de propriétés (un contenu, une organisation, une valeur, etc.) qui font l’objet 
d’une actualisation. (ii) Ces propriétés (appelons-les p) conservent ou acquièrent une auto-
nomie à travers cette actualisation […]. (iii) Cette autonomie de p s’établit à travers une 
partition : les propriétés p deviennent celle d’une partie qui se détache celle d’un tout P. 
6） 原文：Jouer marque qu’un ensemble de propriétés fait l’objet d’une actualisation par 
rapport à laquelle elles conservent ou acquièrent une autonomie. Cette autonomie est éta-
blie à travers une partition conférant à ces propriétés p le statut d’une partie qui se détache 
d’un tout.
7） 他の前置詞 jouer au pianoも可能であるが，この場合 jouerは自動詞扱いである．
8） 多義性 （polysémie）の語はM. Bréalの使用に始まるとされ，E. Benvenisteもし
ばしば言及しているが,  それが意味論の中心課題となったのはVictorri & Fuchs 
（1996）の影響が甚大である．それ以来，多義のモデル化と要因の特定が様々な
アプローチで研究された．本論の先行研究として挙げたCadiot （1999），Jacquet 
（2003），Romero-Lopes （2002）はそれぞれ，Cadiot& Visetti （2001），Victorri & 
Fuchs （1996），Fracnkel & Paillard （2007）のアプローチを代表する．
9） 前置詞 surの意味の記述はFranckel & Paillard （2007）を参照．
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10） 執筆の最終段階で西村清和『遊びの現象学』（1998）に jeu de lumièreについて
興味深い記述があることを指摘されたが，遺憾ながら提出期限の関係で読む事が
出来なかった．
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Considérations sémantiques sur jouer du français et asobu du japonais
Les mots asobu (jouer) ou asobi (jeu) se présentent comme des unités lexicales polysé-
miques en japonais comme en français. Appuyé sur l’hypothèse proposée par Romero-
Lopez (2002) sur jouer, nous cherchons à rendre compte des contraintes associées à asobu 
en japonais. Après avoir défini asobu (jouer), nous donnerons une définition opératoire 
aux jeux (de mots) réputés indéfinissables sans avoir recours à la ressemblance de famille. 
Par ailleurs, notre définition linguistique de jeu(x) rejoind les définitions de jeux par J. 
Huizinga et R. Caillois. 
